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～各種基金など様々な財源を積極的に 活用し、財政健全化の確保に配慮～

令和３年度当初予算　各会計予算表一覧表
各種会計予算 総　　　額 前年度比較

一 般 会 計 76億7,740万円 ▲37億1,091万円
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 18億5,762万円 8,438万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億7,742万円 ▲67万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 14億8,386万円 ▲3,882万円
亘理地域介護認定審査会特別会計 735万円 ▲7万円
水 道 事 業 会 計 5億9,791万円 1,307万円
下 水 道 事 業 会 計 11億1,233万円 ▲2,185万円

定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
た
め
、
議
場
を
別
室
に
移
し

傍
聴
を
制
限
す
る
中
、
町
長
提
出
議
案
30
件
（
報
告
１
件
、
承
認
３
件
、

条
例
７
件
、
補
正
６
件
、
人
事
案
件
1
件
、
そ
の
他
12
件
）
を
審
議
し
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
地
域
の
活
性
化
と
今
後
の
町
づ
く
り
等
町
政
全
般
に

わ
た
り
５
人
の
議
員
が
町
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

一般会計予算概要一般会計予算概要
当初予算は、歳入歳出約77億円を見込み、歳入財源は一般財源約

41億円、特定財源約23億円、震災復興特別交付税約４億円を見込ん
でも、約９億円財源が不足するため、臨時財政対策債で約２億３千万
円を調達し、財政調整基金約６億７千万円を取り崩すことで収支を図
りました。

（※特定財源とは、国県支出金、災害復興交付金基金等の繰り入れ金、地方債等）

防災重点農業用ため池浚渫事業防災重点農業用ため池浚渫事業
（田中溜池・下宮前溜池）（田中溜池・下宮前溜池）

5,7005,700万円万円

目で 見る
予 算 町民体育館長寿命化改修事業町民体育館長寿命化改修事業

（工事等）（工事等）

22億億8,5528,552万円万円
地域外来・検査センター運営事業地域外来・検査センター運営事業（亘理町と連携）（亘理町と連携）

1,4841,484万円万円

賑やかな  活力あふれるまちを目指して賑やかな  活力あふれるまちを目指して
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一般会計予算一般会計予算
～各種基金など様々な財源を積極的に 活用し、財政健全化の確保に配慮～

令和３年第１回定例会令和３年第１回定例会

自主
財源

依存財源依存財源

町税
12億507万円

分担金及び
負担金
3,688万円

使用料及び
手数料等
4億329万円

町債
9億9,490万円

繰入金
（財政調整基金等
  繰り入れ分）
4,437万円

地方交付税等
31億5,683万円

繰入金
（震災復興繰入金等）
8億696万円

県支出金
4億2,586万円

国庫支出金
6億324万円

76億
7,740万円

災害復旧費
1,707万円

公債費　5億6,790万円
諸支出金　  7,080万円
予備費　     1,700万円
議会費　     9,860万円

総務費
15億
4,158万円

土木費
12億
1,070万円

教育費
10億
6,175万円

民生費
17億
5,470万円

商工費
1億
2,078
万円

農林
水産
業費
4億
5,969
万円

76億
7,740万円

衛生費
4億
4,412
万円 労働費

1,585万円

消防費
2億9,686万円

【歳入】 【歳出】

【自主財源】16億8,961万円　町が自主的に確保することができる財源
【依存財源】59億8,779万円　国や県から交付される財源

移住・定住支援事業移住・定住支援事業
（新婚・子育て世帯、新規転入者）支援事業（新婚・子育て世帯、新規転入者）支援事業

8,6298,629万円万円

一 般 会 計 予 算 内 訳一 般 会 計 予 算 内 訳

小規模保育事業所設置推進事業小規模保育事業所設置推進事業
（つばめの杜災害公営住宅活用）（つばめの杜災害公営住宅活用）

1,7501,750万円万円
複合施設整備調査・基本計画策定事業複合施設整備調査・基本計画策定事業

1,5001,500万円万円

目で 見る
予 算

可決可決

幹線道路等整備事業幹線道路等整備事業
（下郷寺前線他６路線）（下郷寺前線他６路線）

44億億9,3929,392万円万円

賑やかな  活力あふれるまちを目指して賑やかな  活力あふれるまちを目指して
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複合施設整備調査費の減額   修正案  議長裁決で複合施設整備調査費の減額   修正案  議長裁決で

発議者　橋元　伸一　　岩佐　孝子
　提案理由

当町は、東日本大震災から10年経過しても、まだまだ復興途上だと考える。
また、新型コロナウイルス感染症により様々な弊害が発生しており、経済的に苦しんでいる

住民も多く、終息には程遠い状況は否めない。
さらに2月13日に発生した福島県沖地震により大きな被害を受けた住民の心情を考えた時、今

この事業を進めるのは時期尚早だと考える。ましてや膨大な事業費が予想され、財政面や運営
面に対する不安が募る中、総事業費も示されず、将来、町民の負担にならないか心配される。
事業費も財源も示されないなど、その他にも多くの疑念が
あり、この提案に対し、賛成することはできない。

福島県沖地震による被災者への支援、避難道路の整備、
津波により被災した沿岸部の再生、保育所の定員超過や待
機児童の解消、小・中学校の給食費や副食費の負担軽減な
ど、他に優先すべきことがまだまだあると考える。

さらなる入念な計画のもと、時期を考えて提案すべきで
はないかと考え、発議するものである。

「スポーツ・レクリエーション複合施設整備調査・基本設計策定事業」の委託料　　1,500万円を減額する修正動議が提出され、７名の討論が行われた。採決結果は
賛成（６名）、反対（６名）の同数となり、予算審査特別委員会の結果（P８掲載）　  を尊重するとした議長の採決により予算修正案は否決された。

竹
内
和
彦
議
員

地
域
の
活
性
化

に
必
要

坂
元
の
国
道
6
号
沿
い

の
民
有
地
11
・
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
、
い
か
に
活
用

す
る
か
で
我
が
町
の
交
流

人
口
拡
大
と
地
域
活
性

化
、
そ
し
て
地
域
経
済
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
複
合
施
設

の
案
は
、
具
体
に
い
く
ら

か
か
る
の
か
、
採
算
性

は
、
町
の
財
政
と
の
整
合

性
は
、
将
来
性
は
等
、
専

門
家
の
調
査
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
町
を
、

ど
う
す
べ
き
か
の
判
断

は
、
こ
の
調
査
の
結
果
に

よ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大

き
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
議

案
に
は
賛
成
す
る
。

菊
地
康
彦
議
員

調
査
を
し
、探
究
し
、

熟
考
し
判
断
を

「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
複
合
施
設
整

備
調
査
・
基
本
計
画
策
定

事
業
」
は
交
流
人
口
拡

大
、
賑
わ
い
の
創
出
が
図

ら
れ
、
人
口
減
少
が
著
し

い
坂
元
地
区
の
既
存
施

設
と
の
連
携
を
図
れ
ば
、

「
交
流
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
」
に
な
る
と
思
う
。

し
か
し
、施
設
の
内
容
、

予
算
規
模
、
維
持
管
理
費

等
を
明
確
に
し
、
町
の
大

き
な
負
担
と
な
ら
な
い
こ

と
が
確
認
出
来
な
け
れ
ば

判
断
が
つ
か
な
い
。
貴
重

な
税
金
だ
が
、
将
来
の
た

め
大
切
な
計
画
な
の
で
調

査
を
行
う
べ
き
と
考
え
原

案
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ

る
。

賛
成

案
原

に

髙
橋
建
夫
議
員

予
算
審
査
特
別
委
員

会
「
可
決
」
と
決
定

予
算
審
査
特
別
委
員
会

全
員
で
「
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
決
定
し
た
。

復
興
完
遂
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
、福
島
県
沖
地
震
、

教
育
、
福
祉
等
の
事
業
は

併
行
し
て
進
め
、
重
要
な

の
は
人
口
の
自
然
減
は
否

め
ぬ
が
、
社
会
増
を
図
る

上
で
も
「
複
合
施
設
の
調

査
・
基
本
計
画
」
は
大
切

な
事
業
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
つ
い

て
は
平
成
28
年
よ
り
調
査

し
、
団
体
よ
り
３
回
の
要

望
書
（
３
回
中
２
回
署

名
）
も
出
て
い
る
。

民
間
活
力
に
よ
る
採
算

を
重
視
し
た
事
業
と
す
べ

く
、調
査
・
計
画
を
求
め
、

賛
成
す
る
。

否決否決
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複合施設整備調査費の減額   修正案  議長裁決で複合施設整備調査費の減額   修正案  議長裁決で
議案第18号　一般会計予算議案第18号　一般会計予算

「スポーツ・レクリエーション複合施設整備調査・基本設計策定事業」の委託料　　1,500万円を減額する修正動議が提出され、７名の討論が行われた。採決結果は
賛成（６名）、反対（６名）の同数となり、予算審査特別委員会の結果（P８掲載）　  を尊重するとした議長の採決により予算修正案は否決された。

討論とは

　議題になっている案件に対して、 「賛成」 または 「反対」 の意見を表明すること。

　自己の意見に反対する者、 賛否の意思を決めていない者を自己の意見に賛同

させることを目的とし行なうもの。

賛
成

案
正

に

修

伊
藤
貞
悦
議
員

タ
イ
ミ
ン
グ
は

今
な
の
か
？

昨
年
の
一
般
質
問
で
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を

考
え
、
心
身
共
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
入
浴
・

休
養
施
設
や
親
子
で
過
ご

せ
る
施
設
等
の
建
設
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

ま
た
、
去
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
我
慢
と
忍
耐
の
1
年

で
も
あ
り
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
が
必
要
と
考
え

た
。
し
か
し
、
2
月
13
日

の
地
震
で
大
き
く
状
況
が

変
化
し
た
。

被
害
対
策
や
救
済
事

業
が
最
優
先
、「
町
民
の

心
に
寄
り
添
う
」
施
策

を
考
え
る
と
、「
半
年
や

1
年
」、
先
に
伸
ば
し
て
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
、
修
正

案
に
賛
成
す
る
。

髙
橋
眞
理
子
議
員

一
番
の
懸
念
は

事
業
費
と
財
源

心
身
の
健
康
と
安
心
な

暮
ら
し
は
誰
も
が
願
う
こ

と
。
計
画
は
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
単
体
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

複
合
施
設
と
変
更
さ
れ
た

が
、
今
回
予
算
計
上
さ
れ

た
件
の
候
補
地
は
民
有
地

で
あ
る
。
全
体
事
業
費
に

大
き
く
関
わ
る
、
用
地
の

買
取
り
か
借
地
か
具
体
的

な
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
な

い
う
え
、
財
源
に
お
い
て

も
深
慮
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
る
。
町
民
の
安
全
を

守
る
今
後
の
災
害
対
策
費

等
も
重
要
だ
。

後
世
に
大
き
な
負
債
を

残
す
こ
と
は
避
け
る
べ
き

と
考
え
、
こ
の
修
正
案
に

賛
成
す
る
。

岩
佐
孝
子
議
員

今 

優
先
す
べ

き
こ
と
は

2
・
13
福
島
県
沖
地
震

の
被
害
は
増
加
が
予
想
さ

れ
、
町
独
自
の
救
済
、
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
総
事

業
費
、
用
地
取
得
方
法
、

整
備
計
画
な
ど
の
判
断
材

料
も
示
さ
れ
な
い
た
め
、

修
正
案
に
賛
成
す
る
。

１　

優
先
順
位
を
間
違
わ

ず
事
業
を
実
施
す
べ
き
。

２　

将
来
に
負
の
財
産
を

負
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

３　
議
会
は
チ
ェ
ッ
ク
機
関

で
あ
り
、議
員
の
使
命
・

責
任
は
重
要
で
あ
る
。

次
世
代
へ
不
安
を
与
え

る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
生
活
を
取
り
戻

す
こ
と
を
優
先
し
、
持
続

可
能
な
町
づ
く
り
を
め
ざ

す
べ
き
で
あ
る
。

遠
藤
龍
之
議
員

多
す
ぎ
る
疑
問

前
調
査
計
画
の
１
千
万

円
が
、
今
回
の
提
案
で
は

１
５
０
０
万
円
に
至
っ
た

経
緯
や
根
拠
が
不
明
。
総

事
業
費
、
総
予
算
が
明
確

に
さ
れ
な
い
疑
問
。
用
地

に
つ
い
て
は
相
手
企
業
と

町
長
で
の
対
応
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
正
式
か
つ
、
正
規

の
機
関
決
定
で
は
な
い
こ

と
。
町
の
計
画
と
複
合
施

設
整
備
事
業
の
中
で
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
と

す
る
こ
れ
ま
で
の
説
明
に

大
き
な
乖
離
が
あ
る
こ
と

の
疑
問
。
以
上
が
解
け
な

い
中
で
の
取
り
組
み
に
は

反
対
で
あ
り
、
修
正
に
賛

成
す
る
。
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原案　賛成反対同数のため議長採決により可決

氏　
　
名

伊
藤　
貞
悦

橋
元　
伸
一

岩
佐　
秀
一

大
和　
晴
美

渡
邊
千
恵
美

髙
橋
眞
理
子

竹
内　
和
彦

遠
藤　
龍
之

岩
佐　
孝
子

阿
部　
　
均

菊
地　
康
彦

髙
橋　
建
夫

岩
佐　
哲
也

採
決
結
果
●●○○○●○●●●○○―

　　賛成　〇　　反対　●　　議長　―

議
員　
人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
へ
予
算
が
ど
の
様
に
反

映
さ
れ
た
か
。

町
長　
将
来
の
新
市
街
地
拡
大
を
見
据
え
た
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
、
新
婚
・
子
育
て
世
帯
へ
の
「
移
住
・
定

住
支
援
補
助
金
」、「
小
規
模
保
育
事
業
所
設
置
推
進
事

業
」
等
を
計
上
し
て
い
る
。

議
員　
移
住
・
定
住
支
援
補
助
金
は
今
後
も
支
援
可
能

か
。

町
長　
住
宅
基
金
の
一
部
活
用
も
十
分
勘
案
し
て
、
制
度

の
維
持
継
続
も
含
め
検
討
す
る
。

議
員　
さ
ら
な
る
賑
わ
い
と
活
力
の
創
出
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

町
長　
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
複
合
施
設
整

備
調
査
、
基
本
計
画
の
策
定
」
に
取
り
組
む
。

議
員　
議
会
と
し
て
は
、
事
業
の
是
非
を
判
断
す
る
に
あ

た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
精
査
し
、
時
に
は
出
処
進
退

を
か
け
て
臨
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
計
画

に
対
す
る
町
長
の
強
い
思
い
、
執
行
部
の
熱
意
が
必
要
で

あ
る
。

町
長　
人
口
減
少
は
避
け
て
通
れ
な
い
過
疎
の
町
で
あ

る
。
復
興
を
盤
石
な
も
の
と
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
で
き
る
「
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
た
い
。

菊
地 

康
彦 

議
員

人
口
減
少
施
策
や
活
力
創
出
対
策
は

町
長
　
今
後
の
対
策
が
次
世
代
へ
の
鍵
と
な
る

修正案　賛成反対同数のため議長採決により否決

氏　
　
名

伊
藤　
貞
悦

橋
元　
伸
一

岩
佐　
秀
一

大
和　
晴
美

渡
邊
千
恵
美

髙
橋
眞
理
子

竹
内　
和
彦

遠
藤　
龍
之

岩
佐　
孝
子

阿
部　
　
均

菊
地　
康
彦

髙
橋　
建
夫

岩
佐　
哲
也

採
決
結
果
○○●●●○●○○○●●―

　　賛成　〇　　反対　●　　議長　―

議案第18号　採決表

☞☞議員はココに着目した！議員はココに着目した！☜☜
総括質疑とは

提案された予算議案（または決算認定）について疑問や不明確な点があるとき、

町長等に問いただすもの。

予算（または決算）に関係することしかできず、自分の意見を述べることもできない。
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議
員
　「
賑
や
か
な
過
疎
」
実
現
の
予
算
と
総
合
計
画
５

つ
の
基
本
計
画
と
の
関
係
は
。

町
長　
総
合
計
画
の
基
本
計
画
に
付
加
し
、
一
方
で
過
疎

の
補
助
を
受
け
過
疎
脱
却
を
目
指
す
。

議
員　
過
疎
化
に
あ
る
町
内
外
の
若
者
は
多
様
な
活
動
を

し
て
い
る
が
、
町
の
取
り
組
み
方
は
。

町
長　
内
外
の
人
材
が
活
躍
で
き
る
予
算
措
置
を
念
頭
に

進
め
る
。

議
員　
公
営
住
宅
施
策
は
基
金
の
弾
力
的
活
用
で
有
効
施

策
を
期
待
し
た
が
。

町
長　
人
口
減
少
や
公
営
住
宅
の
活
用
に
取
り
組
む
。

議
員　
保
育
事
業
は
幼
稚
園
と
の
連
携
、
保
育
所
送
迎
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
規
模
保
育
な
ど
待
機
児
童
の
解
消
に
繋

が
る
が
、
そ
の
底
上
げ
は
。

町
長　
受
け
入
れ
体
制
や
環
境
整
備
を
図
る
。

議
員　
「
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
具
現
化
し
、
町
を
あ
げ

て
の
健
康
づ
く
り
と
イ
メ
ー
ジ
Ｕ
Ｐ
は
。

町
長　
計
画
的
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療

費
の
削
減
に
繋
げ
る
。

議
員　
み
の
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
理
解
と
学
校

の
積
極
的
活
動
が
重
要
で
は
。

教
育
長　
町
内
の
校
長
が
推
進
会
議
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
町
全
体
を
視
野
に
お
い
た
教
育
活
動
を
目
指
す
。

髙
橋 
建
夫 

議
員

「
賑
や
か
な
過
疎
」
の
予
算
と
今
後
は

町
長
　
総
合
計
画
の
基
本
方
針
に
付
加
し
て
い
く

議
員　
財
政
が
逼
迫
し
て
き
て
い
る
中
で
、
既
存
施
設
を

積
極
的
に
活
用
し
た
主
な
事
業
は
。

町
長　
3
月
末
で
閉
校
す
る
坂
元
中
学
校
の
施
設
利
活
用

は
、
今
後
30
年
以
上
の
利
用
が
見
込
め
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
地
震
被
害
で
の
修
繕
、
補
修
を
す
る
。

議
員　
坂
元
中
以
外
の
既
存
施
設
の
予
算
措
置
は
。

課
長　
既
存
の
復
興
住
宅
を
活
用
し
た
小
規
模
保
育
事
業

所
設
置
推
進
事
業
や
町
民
体
育
館
は
長
寿
命
化
を
図
る
た

め
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

議
員　
小
規
模
保
育
所
事
業
設
置
は
、
な
ぜ
つ
ば
め
の
杜

災
害
公
営
住
宅
と
な
っ
た
の
か
。

町
長　
町
の
中
心
的
位
置
に
あ
る
一
角
を
活
用
す
る
こ
と

で
あ
る
。

議
員　
復
興
住
宅
は
目
的
外
使
用
に
な
る
の
で
は
。

町
長　
許
容
範
囲
内
で
あ
る
。

議
員　
一
極
集
中
で
よ
い
の
か
。
そ
の
考
え
は
。

町
長　
小
規
模
保
育
は
、
町
の
設
置
で
は
な
い
。

民
間
の
力
を
借
り
設
置
す
る
も
の
で
、町
は
支
援
を
す
る
。

議
員　
小
規
模
保
育
事
業
所
設
置
１
７
５
０
万
円
、
補
助

約
１
９
８
１
万
円
措
置
し
て
い
る
。
設
置
予
定
者
は
決
定

し
て
い
る
の
か
。

町
長　
め
ど
を
つ
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

議
員　
定
住
・
移
住
を
考
え
、
坂
元
地
区
の
強
い
要
望
を

考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ス
ポ
・
レ
ク
複
合
施
設
の
用
地
は

民
有
地
だ
が
、公
共
施
設
の
利
用
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

岩
佐 

孝
子 

議
員

地
域
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き

町
長
　
許
容
範
囲
内
で
の
利
活
用
を
図
る

議
員　
福
島
県
沖
地
震
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

に
措
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
計
上
し
て
い
な
い
。
国
・
県
に

支
援
策
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
町
独
自
の
支
援
策
も
全
容

が
固
ま
り
次
第
、
改
め
て
提
案
す
る
。

議
員　
町
独
自
、
県
独
自
の
支
援
策
も
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
。

町
長　
県
と
し
て
の
支
援
策
に
つ
い
て
一
定
程
度
説
明
を

受
け
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
も
必
要
な
支

援
策
を
早
め
に
講
じ
た
い
。

議
員　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
こ
の

間
、
基
金
を
活
用
し
た
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め

て
き
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

町
長　
高
齢
者
人
口
及
び
介
護
認
定
者
数
の
進
展
、
介
護

医
療
院
を
含
め
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
推
計
し
、
現

状
に
即
し
た
試
算
の
結
果
、
据
え
置
き
が
妥
当
と
判
断
し

た
。

議
員　
改
正
後
も
基
金
が
相
当
残
っ
て
い
る
。
基
金
の
活

用
が
十
分
で
は
な
い
。
本
来
な
ら
ば
被
保
険
者
に
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
額
ま
で
積
み
上
げ
て
い
る
。
被
保
険
者

の
、
少
し
で
も
楽
な
生
活
保
障
を
考
え
、
１
億
５
千
万
円

も
残
す
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

遠
藤 

龍
之 

議
員

福
島
県
沖
地
震
被
害
の
支
援
策
を

町
長
　
必
要
な
支
援
策
を
早
め
に
講
じ
た
い
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主
な
質
疑

財
政
と
歳
入

議
員　
今
後
も
税
収
が
減
少
す
る
と
思
う

が
、
町
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

町
長　
人
口
減
少
が
進
む
こ
と
で
、
増
加

す
る
こ
と
は
な
い
が
激
変
緩
和
措
置
の
た

め
極
端
な
収
入
源
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

議
員　
町
債
、
そ
の
中
で
も
過
疎
債
、
令

和
３
年
度
累
計
で
32
億
５
千
万
円
、
非
常

に
有
利
な
起
債
だ
が
30
％
は
純
然
た
る
町

の
借
金
で
あ
る
。
今
後
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
町
長
の
認
識
は
。

町
長　
財
政
規
律
を
重
ん
じ
な
が
ら
行
財

政
運
営
に
当
た
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
運

営
を
堅
持
す
る
。

議
員　
起
債
に
つ
い
て
は
償
還
の
ピ
ー
ク

が
い
つ
か
が
問
題
で
あ
る
。
将
来
に
、
次

の
世
代
に
負
担
を
か
け
た
く
な
い
と
考
え

る
が
。

町
長　
そ
の
姿
勢
を
大
事
に
次
の
財
源
確

保
を
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
複
合
施
設
整
備
調
査
の
基
本

計
画
策
定
事
業

議
員　
用
地
の
提
供
に
関
し
て
、
情
報
提

供
は
い
つ
あ
っ
た
の
か
。

町
長　
一
昨
年
11
月
、
昨
年
12
月
頃
、
２

回
来
庁
さ
れ
、
１
回
は
、
新
社
長
か
ら
で

あ
る
。

議
員　
相
手
と
の
交
渉
は
、
町
長
が
一
人

で
対
応
し
た
の
か
。

町
長　
２
回
と
も
先
方
が
見
え
、
会
社
の

方
向
性
や
方
針
を
話
さ
れ
た
。
当
然
、
担

当
課
を
介
し
複
数
で
対
応
し
た
。

予算審査特別委員会委員長報告
　予算審査特別委員会（委員長　遠藤　龍之）を設置し、５日間にわたる審議を経て
次の意見を付け「可決すべきもの」としました。

特に留意すべき意見
（議案第18号一般会計予算について）

①　小規模保育事業の実施及び学校給食費の値上げについては、説明不足である。こ
れまで、随所において見受けられる説明不足を指摘してきたが解消されていない。
今後は、共通理解を深め各種事業を進めるべきである。

②　多くの自主財源を必要とする生活に密着
した、コロナ禍対応や災害対応を最優先
に進めなければならない状況であること
から、スポーツ・レクリエーション複合
施設整備調査・基本計画策定業務委託の
実施については、持続可能なまちづくり
を念頭においた、基本計画の策定や全体
事業費の推計値を、早急に示し協議を重
ね熟考し進めるべきである。 委員長報告

委員会での様子
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議
員　
相
手
の
考
え
る
価
格
等
は
把
握
し

て
い
る
か
。

町
長　
町
と
し
て
把
握
し
て
い
る
の
は
固

定
資
産
税
で
あ
る
。

議
員　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
単
体
か
ら
複
合

施
設
に
至
っ
た
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

単
体
だ
と
利
用
が
限
定
的
に
な

る
、
複
合
施
設
で
あ
れ
ば
幅
広
い
町
民
が

ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
町
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
と
考
え
た
。

議
員　
複
合
施
設
の
総
予
算
、
整
備
期
間

は
。

町
長　
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
も
の
を
出

し
て
、
順
を
追
っ
て
示
し
た
い
。
簡
単
に

出
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

議
員　
計
画
は
前
提
条
件
を
整
理
し
、
基

本
条
件
を
示
し
た
上
で
委
託
す
べ
き
だ

が
、
丸
投
げ
で
委
託
す
る
の
か
。

町
長　
基
本
計
画
策
定
の
概
要
は
示
し
た

と
お
り
で
あ
る
。

議
員　
調
査
を
し
た
が
、
断
念
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
と
捉
え
て
い
い
の
か
。

町
長　
精
度
と
熟
度
を
高
め
提
案
す
る
の

で
判
断
し
て
ほ
し
い
。

議
員　
財
政
の
長
期
見
通
し
総
合
計
画
等

と
の
整
合
性
を
考
え
て
の
事
業
か
。

町
長　
町
の
財
政
規
模
・
財
政
能
力
を
勘

案
し
計
画
を
し
て
い
る
。

議
員　
町
が
正
式
に
出
向
き
要
請
等
を
し

て
い
る
の
か
。

町
長　
今
後
、
議
会
と
議
論
を
重
ね
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
て
慎
重
に
進
め
た
い
と

考
え
る
。

議
員　
用
地
に
係
る
費
用
、
造
成
費
用
な

ど
の
数
字
は
示
せ
な
い
の
か
。

町
長　
貸
借
か
取
得
か
決
ま
っ
て
い
な
い

中
で
進
行
し
た
動
き
で
あ
り
、
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

議
員　
実
施
か
否
か
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

に
調
査
費
用
の
考
え
は
理
解
で
き
な
い
。

町
長　
基
本
的
な
可
能
性
調
査
を
し
、
全

体
像
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
で
あ
る
。

議
員　
施
設
の
必
要
性
、
財
政
規
模
、
維

持
管
理
費
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　
先
を
見
据
え
た
堅
実
な
財
政
運
営

に
当
た
っ
て
き
た
。
こ
の
段
階
で
金
額
は

示
せ
な
い
が
、
財
政
計
画
を
堅
持
し
た
中

で
の
事
業
計
画
に
し
た
い
。

議
員　
町
長
の
複
合
施
設
に
対
す
る
本
気

度
と
強
い
決
意
は
。

町
長　
将
来
を
見
据
え
た
「
賑
や
か
な
過

疎
」
の
実
現
に
向
け
、
大
き
な
責
任
を
持

ち
、
最
も
進
め
た
い
事
業
で
あ
る
。

議
員　
半
年
・
１
年
、
熟
度
を
高
め
て
か

ら
と
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
今
回
の
調
査
で
成
果
を
得
れ
ば
次

に
進
む
。
ど
う
し
て
も
時
間
を
要
す
る
の

で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

給
食
費
の
値
上
げ

議
員　
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
議

会
に
対
し
て
説
明
不
足
で
は
。

教
育
長　
値
上
げ
を
決
定
す
る
説
明
不
足

は
大
変
申
し
訳
な
い
。
担
当
課
の
手
落
ち

だ
っ
た
。

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
保
護
者
の
収
入

減
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
今
年
度
は
据
え
置

く
考
え
は
、
町
長
に
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　
今
回
の
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
の
中
で

も
対
応
し
た
。

議
員　
月
額
は
わ
ず
か
と
思
わ
れ
る
が
、

年
間
・
複
数
と
な
れ
ば
負
担
が
増
加
す

る
。
ま
し
て
議
会
へ
の
示
し
が
な
か
っ
た

こ
と
を
、
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。
今
後
に

向
け
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

9　議会だより　やまもと　2021.5.19／VOL.192

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会



◇竹内　和彦　議員　���������������������������������������　P11
　・令和３年２月13日福島県沖を震源とする地震について
　・震災復興の総括について

◇髙橋　眞理子　議員　�������������������������������������　P12
　・「東日本大震災から10年」安心安全な町づくりについて
　・地方創生の町づくりについて

◇岩佐　孝子　議員　�������������������������������������� 　Ｐ13
　・今後の町づくりについて
　・地域活性化に向けた取り組みについて

◇伊藤　貞悦　議員　���������������������������������������　P14
　・人口減少対策について
　・町民の望む各種サービスの拡充について

◇遠藤　龍之　議員　���������������������������������������　P15
　・「子育てするなら山元町」に見合った施策の展開を
　・東部地区農地整備事業の取り組みについて
　・複合施設整備事業の取り組みについて

議会傍聴
２月13日に発生した福島県沖を震源とした地震の

影響を受け、議場が使用できない状態となり、第１回
定例会が全員協議会室で行われました。

そのため、同室における傍聴スペースが確保でき
ず、傍聴を希望された方には大変ご迷惑をおかけしま
した。

現在、議場の復旧作業を進めておりますので、復旧
が終了し傍聴が可能となった際にはHP等でお知らせ
いたします。

議会報告会
５月中旬に議会報告会の開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症

拡大防止と参加される方の健康と安全を考慮し、中止とさせていただきます。

お詫びと訂正
議会だよりやまもと　Vol. 191（令和３年２月１日発行）において、次のとおり誤

りがございましたので、訂正させていただくとともに深くお詫び申し上げます。

４ページ（髙橋建夫議員一般質問掲載ページ）、４段、22行目
　【誤】「地域福祉行動計画」　　⇒　　【正】「地域福祉活動計画」

議 会 か ら の お 知 ら せ と お 詫 び

一
般
質
問
と
は

町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
状
況
や
見
通
し
を
聞
き
疑
問

点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の

我 が 町 政 を 問 う一 般 質 問

被害を受けた議場
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国
道
６
号
沿
い
の
民
有
地
活
用
は

　
町
長　
活
力
を
創
出
で
き
る
一
大
拠
点
化
に

地震被害の支援策は
　町長　被害を把握し支援策を検討する

竹竹
たけたけ

内内
うちうち

  和和
かずかず

彦彦
ひこひこ

 議員 議員

議
員　
こ
れ
か
ら
先
、
さ

ら
な
る
交
流
人
口
拡
大
策

を
取
る
べ
き
で
は
。

町
長　
今
後
、
人
口
減
少

は
避
け
ら
れ
な
い
。
仮
に

過
疎
化
が
進
ん
で
も
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
過
疎
を
目

指
し
た
い
。

議
員　
交
流
人
口
は
、
今

や
100
万
人
目
前
に
あ
る
。

こ
の
目
標
を
200
万
人
に

し
、「
夢
い
ち
ご
の
郷
」

の
売
り
上
げ
倍
増
を
目
指

し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

復
興
が
進
み
、

様
々
な
目
標
が
現
実
味
を

帯
び
て
き
て
い
る
。

議
員　

イ
チ
ゴ
農
家
は
、

既
に
復
活
し
て
い
る
。
一

昨
年
の
イ
チ
ゴ
狩
り
は
、

農
家
や
農
業
法
人
で
10
万

人
の
来
客
が
あ
っ
た
。
町

に
は
約
70
軒
の
イ
チ
ゴ
農

家
が
あ
り
、
伸
び
し
ろ

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
仙
台
圏
だ
け
で

な
く
、
仙
台
空
港
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
考
え
る

と
、
世
界
で
あ
る
。
体
験

型
観
光
農
園
を
町
の
ブ
ラ

ン
ド
に
育
て
、
来
客
30
万

人
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

震
災
後
い
ち
早

く
、
イ
チ
ゴ
の
復
活
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
、
今
の

町
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
観
光
農
園
だ
け
で

も
30
万
人
の
目
標
も
期
待

議
員　
被
災
者
に
対
し
、

国
や
県
の
各
種
支
援
適
用

の
見
通
し
は
。

町
長　
現
時
点
で
は
、
災

害
救
助
法
の
適
用
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
。

議
員　
福
島
県
は
、
す
で

に
新
地
町
を
含
む
17
市
町

が
災
害
救
助
法
に
適
用
さ

れ
て
い
る
。
我
が
町
は
適

用
さ
れ
な
い
の
か
。

町
長　
県
境
を
ま
た
が
る

被
害
の
基
準
が
制
度
設
計

の
不
備
で
あ
る
。
今
後
、

要
請
・
要
望
活
動
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
町
独
自
の
支
援
は

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
被
害
状
況
を
速
や

か
に
把
握
し
、
何
ら
か
の

支
援
を
検
討
し
て
行
く
。

被災者への支援は

で
き
る
。

議
員　
坂
元
の
国
道
6
号

沿
い
の
民
有
地
11
・
9
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
活
用
は
、
こ

れ
ま
で
約
半
世
紀
の
間
、

何
も
利
用
さ
れ
ず
眠
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
地

域
資
源
と
し
て
は
大
変

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
が
。

町
長　
本
町
に
とって
大
変

有
用
な
地
域
資
源
で
あ
る
。

議
員　
こ
の
地
に
、
日
帰

り
温
泉
を
含
む
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

複
合
施
設
を
整
備
す
れ

ば
、
新
た
な
飛
躍
の
可
能

性
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長　
既
存
施
設
と
新
た

な
複
合
施
設
の
整
備
に
よ

り
、
地
域
の
相
乗
効
果
を

生
み
、
町
の
に
ぎ
わ
い
と

活
力
を
創
出
で
き
、
一
大

拠
点
化
が
図
ら
れ
る
。

議
員　
こ
の
6
号
沿
い
の

民
有
地
活
用
が
実
現
す
れ

ば
、
交
流
人
口
200
万
人
も

夢
で
は
な
く
な
る
。
こ
の

地
を
い
か
に
活
用
す
る
か

で
、
町
の
将
来
が
大
き
く

左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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髙髙
たかたか

橋橋
はしはし

  眞眞
まま

理理
りり

子子
ここ

 議員 議員

議
員　
〝「
チ
ー
ム
山
元
」

一
丸
〟
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
効
果
的

と
い
わ
れ
る
〝
正
し
く
褒

め
る
こ
と
〟
に
つ
い
て
町

長
は
。

町
長　
褒
め
上
手
か
と
言

わ
れ
れ
ば
、
そ
の
部
類
に

入
る
と
は
言
い
切
れ
な
い

か
と
。
こ
の
10
年
間
、
余

裕
が
な
か
っ
た
。
執
行
部

の
窮
状
を
再
認
識
し
て
欲

し
い
。
職
員
全
体
、
そ
の

弊
害
が
様
々
な
面
に
あ
る

か
と
思
う
。

議
員　
働
き
や
す
い
職
場

環
境
に
お
い
て
、
職
員
の

メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制

や
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
は
。

課
長　
年
一
回
の
メ
ン
タ

ル
調
査
や
個
別
面
談
を
実

地方創生の町に向け職員へエール
　町長　本来あるべき姿に努力していく

大
震
災
か
ら
10
年
・
安
心
安
全
な
町
を

　
町
長　
防
災
無
線
に
よ
る
情
報
に
は
工
夫
の
余
地

議
員　
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
汚
染

土
が
、
町
内
の
21
か
所
の

仮
置
き
場
に
保
管
さ
れ
て

い
る
が
、今
後
の
対
応
は
。

町
長　
本
町
は
、
放
射
性

物
質
汚
染
対
処
措
置
法
に

基
づ
く
、
汚
染
状
況
重
点

調
査
地
域
の
指
定
を
受
け

て
い
る
。
汚
染
土
壌
の
処

分
等
に
つ
い
て
、
国
で
は

現
在
、
再
生
利
用
等
に
関

わ
る
実
証
実
験
や
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ま

だ
に
、
具
体
的
な
こ
と
は

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
国
に
対
し
強
く
要

請
し
て
い
く
。
保
管
場
所

の
放
射
線
量
は
毎
月
測
定

し
て
お
り
、
０・
０
５
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
前
後

と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
災
害
時
の
防
災
無

線
に
よ
る
緊
急
放
送
内
容

は
、
も
っ
と
詳
細
に
伝
え

る
こ
と
が
必
要
で
は
。

施
し
、
町
の
相
談
員
と
産

業
医
に
繋
ぎ
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
る
。
職
員
に
は
、
階

層
別
研
修
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
研
修
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
講
習

な
ど
を
受
け
て
も
ら
っ
て

い
る
。

議
員　
仕
事
に
慣
れ
な
い

若
い
職
員
等
と
の
対
応

は
。

町
長　

入
庁
し
て
半
年

か
ら
１
年
の
間
に
、
ラ
ン

チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
基

本
的
な
こ
と
を
早
く
マ
ス

タ
ー
し
て
貰
う
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。
一

定
の
年
数
の
経
っ
た
職
員

に
は
、
一
堂
に
会
し
て
、
町

の
動
き
の
共
通
理
解
や
確

認
の
機
会
を
設
け
て
い
る
。

議
員　
「
報
・
連
・
相
」

等
で
職
務
上
の
信
頼
関
係

を
築
き
、
任
せ
て
、
気
運

を
高
め
て
い
く
と
い
う
考

え
は
。

町
長　
状
況
に
よ
る
が
、

任
せ
る
と
同
時
に
一
緒
に

悩
む
こ
と
も
大
切
。
本
来

あ
る
べ
き
姿
に
努
力
し
て

い
く
。

町
長　
回
数
も
含
め
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
必
要
な
情
報

を
流
す
な
ど
工
夫
の
余
地

が
あ
る
。
一
方
で
、
戸
別

受
信
機
の
加
入
率
が
54
・

７
％
と
ま
だ
低
い
た
め
、

周
知
を
図
り
な
が
ら
有
効

か
つ
適
切
な
運
用
に
努
め

て
い
く
。

議
員　
県
内
24
市
町
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

活
用
し
て
い
る
。
本
町
も

検
討
す
る
考
え
は
。

町
長　
先
行
的
な
取
り
組

み
等
も
参
考
に
、
模
索
し

て
い
く
。

災害時の緊急放送はしっかりキャッチ！
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命
を
守
る
避
難
道
路
の
整
備
を
早
急
に

　
町
長　
急
い
で
整
備
に
取
り
組
み
た
い

山一小に児童クラブを整備すべき
　町長　今後検討する必要がある

岩岩
いわいわ

佐佐
ささ

  孝孝
たかたか

子子
ここ

 議員 議員

議
員　
現
在
、
山
一
小
児

童
12
名
が
山
二
小
児
童
ク

ラ
ブ
へ
通
っ
て
い
る
。
児

童
・
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
山
一
小
に
児

童
ク
ラ
ブ
を
整
備
す
る
考

え
は
。

町
長　
次
年
度
か
ら
山
二

小
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入

れ
を
増
加
す
る
。

議
員　
山
二
小
に
増
加
す

る
の
で
は
な
く
、
山
一
小

に
設
置
す
べ
き
で
は
。

町
長　
町
全
体
で
の
児
童

ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員　
環
境
整
備
に
よ
り

合
計
出
生
率
が
上
が
り
転

入
者
も
増
加
す
る
の
で
は

な
い
か
。
憩
い
や
触
れ
合

い
・
交
流
施
設
整
備
で
は

な
く
、
優
先
す
べ
き
は
目

の
前
に
苦
し
ん
で
い
る

方
々
に
手
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
で
あ
る
。

議
員　
避
難
道
路
と
し
て

整
備
さ
れ
る
べ
き
町
道
上

平
浜
原
線
、
通
称
四
番
作

道
は
早
急
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
町
道
上
平
浜
原
線

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
着

手
し
て
い
る
。
地
元
と
協

議
し
な
が
ら
、
水
路
整
備

を
先
行
し
、
昨
年
度
は
駒

場
た
め
池
東
側
を
新
設
区

間
と
し
盛
土
工
事
を
実
施

し
た
。

課
長　
今
後
は
、
残
事
業

費
が
1
億
5
千
万
円
か
ら

2
億
円
程
を
見
込
み
、
新

年
度
は
工
事
費
と
し
て

3
千
万
余
を
計
上
し
て
い

る
。
こ
の
ペ
―
ス
だ
と
数

年
を
要
す
る
見
通
し
で
あ

る
。

議
員　
今
年
は
60
ｍ
。
い

ざ
と
い
う
時
に
避
難
す
べ

き
道
路
が
な
い
。
5
〜
6

年
も
待
て
と
い
う
の
か
。

町
長　
避
難
経
路
と
し
て

問
題
意
識
を
持
ち
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員　
命
を
守
る
べ
き
避

難
道
路
で
あ
る
。
住
民
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
早

急
に
道
路
整
備
を
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

町
長　
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
事
業
遂
行
を

図
っ
て
い
き
た
い
。　

議
員　

坂
元
新
市
街
地

「
道
合
地
区
の
災
害
公
営

住
宅
」
の
建
設
時
に
お
い

て
、
住
民
の
安
全
安
心
を

図
る
た
め
四
番
作
道
を
嵩

上
げ
す
る
と
し
た
約
束

は
。

町
長　

盛
土
構
造
で
あ

り
、
事
業
費
の
抑
制
を
図

り
計
画
的
な
整
備
に
努
め

て
い
る
。

議
員　
平
成
27
年
に
着
手

し
、
す
で
に
７
年
も
経
過

し
て
い
る
が
。

町
長　
必
要
な
盛
土
材
を

適
切
な
時
期
に
受
け
入
れ

な
が
ら
整
備
を
急
ぎ
た

い
。

議
員　
完
成
見
込
み
時
期

は
。

課
長　
現
段
階
で
は
、
何

年
後
と
回
答
で
き
な
い
。

議
員　
第
三
線
堤
で
あ
れ

ば
町
道
で
は
な
い
は
ず
。

予
定
額
ま
で
示
し
10
年
経

過
し
て
い
る
。
命
を
守
る

避
難
道
路
は
早
急
に
整
備

す
べ
き
で
あ
る
。

今なお　未整備の四番作道
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伊伊
いい

藤藤
とうとう

  貞貞
ていてい

悦悦
えつえつ

 議員 議員

議
員　
出
生
数
の
減
少
や

婚
姻
、
妊
娠
・
出
産
に
対

処
す
る
わ
が
町
独
自
の
考

え
に
つ
い
て
、
結
婚
祝
い

金
や
出
産
祝
い
金
制
度
拡

充
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
直
接
的
な
祝
い
金

は
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中

で
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に

応
じ
支
援
策
は
構
築
し
て

い
る
。
ま
ず
は
今
の
制
度

を
継
続
運
営
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

議
員　
若
者
や
新
婚
世
帯

は
、
経
済
的
支
援
を
望
む

こ
と
が
一
番
。
第
一
子
か

ら
10
万
円
の
祝
い
金
を
出

す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
町

の
出
生
者
が
年
間
50
人
で

あ
り
、
大
き
な
額
に
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ランドセルや通学カバンの支給は
　町長　現物の支給ではないが援助している

通
学
バ
ス
を
祝
日
等
も

運
行
で
き
な
い
か

　
教
育
長　

�

臨
機
応
変
に
対
応
で

き
る
よ
う
検
討
す
る

議
員　
バ
ス
利
用
者
へ
の

説
明
は
徹
底
し
て
い
る
の

か
。

教
育
長　
説
明
会
を
開
催

し
、
バ
ス
運
行
等
に
つ
い

て
は
知
ら
せ
て
い
る
が
、

詳
細
な
説
明
は
し
て
い
な

い
た
め
、危
惧
し
て
い
る
。

議
員　
土
・
日
、
祝
祭
日

の
運
行
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

教
育
長　
土
・
日
曜
日
の

部
活
動
で
の
バ
ス
利
用
は

可
能
で
あ
る
。

議
員　
バ
ス
利
用
の
申
請

や
変
更
を
含
め
て
、
年
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
説

明
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
今
後
、
機
会
を

捉
え
て
周
知
を
図
り
、
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

議
員　
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

町
長　
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
こ
の
支
援
制
度
を
基

本
に
制
度
の
再
構
築
に
邁

進
し
て
い
く
。

議
員　
出
産
お
祝
い
育
児

支
援
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
月
額
２
０
０
０
円

で
「
お
む
つ
」
と
「
ミ
ル

ク
」
は
買
え
な
い
。
月
額

１
０
０
０
円
ア
ッ
プ
し
、

期
間
を
24
カ
月
に
す
べ
き

で
は
。

町
長　
支
援
事
業
は
一
つ

一
つ
が
完
結
的
に
支
援
策

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
全
体
的
に
み
て
相
当

の
支
援
策
を
講
じ
て
い
る

の
で
理
解
願
う
。
指
摘
の

あ
っ
た
部
分
を
含
め
た
見

直
し
や
一
部
検
討
の
余
地

は
あ
る
。

議
員　
ラ
ン
ド
セ
ル
や
通

学
カ
バ
ン
を
支
給
す
る
考

え
は
。

教
育
長　
一
つ
の
提
言
と

し
て
受
け
止
め
る
が
、
現

時
点
で
こ
の
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
回

答
は
で
き
な
い
。

議
員　
小
・
中
学
校
入
学

生
は
併
せ
て
最
大
150
名
。

1
個
1
万
円
で
も
150
万
円

で
あ
る
。
入
学
時
に
は
制

服
や
運
動
着
等
諸
経
費
も

相
当
な
額
と
な
る
。
保
護

者
の
負
担
軽
減
と
町
の

「
入
学
祝
い
品
」
と
の
考

え
か
ら
、
令
和
4
年
度
で

予
算
措
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長　
一
つ
一
つ
の
施
策

を
全
体
と
し
て
捉
え
、
再

検
討
・
再
構
築
の
参
考
に

す
る
。

ら
対
応
で
き
る
よ
う
に
検

討
を
求
め
る
。

町からのお祝いなら、うれしいね
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複
合
施
設
整
備
計
画　
多
く
の
疑
問

　
町
長　
地
域
経
済
の
活
性
化
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

子育て世帯の財政的負担の軽減を
　町長　財源確保が課題　十分な検討が必要

遠遠
えんえん

藤藤
どうどう

  龍龍
たつたつ

之之
ゆきゆき

 議員 議員

議
員　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

整
備
も
含
め
た
複
合
施
設

整
備
事
業
の
取
り
組
み

は
、
今
取
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
か
。
再

検
討
を
。

町
長　
「
や
ま
も
と
夢
い

ち
ご
の
郷
」
等
と
の
相
乗

効
果
を
生
み
だ
せ
れ
ば
地

域
経
済
の
活
性
化
、
健
康

寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
削

減
の
実
現
化
に
も
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
る
。

議
員　
交
流
人
口
の
拡
大

を
強
調
し
て
い
る
が
、
そ

の
経
済
効
果
を
ど
の
程
度

に
想
定
し
て
の
提
案
か
。

町
長　
今
の
段
階
で
は
確

か
な
も
の
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。

議
員　
事
業
の
大
き
な
目

的
と
し
て
、
健
康
寿
命
の

延
伸
と
医
療
費
削
減
に
寄

与
す
る
と
し
て
い
る
が
。

町
長　
身
近
で
運
動
が
で

き
、交
流
の
場
が
あ
れ
ば
、

健
康
問
題
等
の
効
果
に
期

待
が
持
て
る
。

議
員　
そ
れ
は
既
存
の
施

設
で
も
十
分
可
能
と
考
え

る
が
、
町
内
利
用
者
を
ど

う
想
定
し
て
い
る
か
。

町
長　
そ
の
場
に
応
じ
て

検
討
の
熟
度
を
高
め
て
い

く
。

議
員　

明
解
な
答
弁
に

な
っ
て
い
な
い
。
町
の
財

政
事
情
か
ら
み
て
総
事
業

議
員　
「
子
育
て
す
る
な
ら

山
元
町
」
に
見
合
っ
た
施

策
の
展
開
、
子
育
て
世
帯

の
財
政
的
負
担
の
さ
ら
な

る
軽
減
を
求
め
、
ま
ず
は

学
校
給
食
費
を
完
全
無
償

化
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　
財
政
負
担
が
大

き
く
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

議
員　
保
育
所
の
副
食
費

や
０
～
２
歳
児
ま
で
の
保

育
料
無
料
化
は
ど
う
か
。

町
長　
財
源
確
保
が
課
題

と
な
り
、
十
分
な
検
討
が

必
要
。

議
員　
月
５
０
０
０
円
負

担
の
学
童
保
育
料
は
ど
う

か
。

町
長　
事
例
の
検
証
と
子

育
て
世
帯
の
動
向
を
注
視

し
、
保
護
者
の
負
担
の
在

り
方
を
検
討
す
る
。

議
員　
出
生
に
よ
り
負
担

が
増
え
る
国
保
税
の
子
ど
も

の
均
等
割
の
10
割
軽
減
を

廃
止
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
国
が
示
す
子
ど
も

均
等
割
軽
減
に
対
応
し
、

負
担
軽
減
を
図
る
。

議
員　
子
育
て
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

費
を
ど
う
想
定
し
て
い
る

か
。

町
長　
こ
の
調
査
の
中
で

見
極
め
な
が
ら
、
と
い
う

段
階
で
あ
る
。

議
員　
新
年
度
予
算
で
は

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費

約
8
億
円
を
計
上
し
て
い

る
が
ど
う
受
け
止
め
る

か
。

町
長　
い
ろ
い
ろ
状
況
が

あ
り
単
純
に
言
わ
れ
て
も

返
答
に
窮
す
る
。

議
員　

こ
の
事
業
は
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
機
関
で

決
定
し
た
の
か
。

課
長　
町
長
の
指
示
で
10

月
に
生
涯
学
習
課
、
企
画

財
政
課
、
商
工
観
光
交
流

課
で
の
打
合
せ
を
実
施
し

た
。

議
員　
正
規
の
機
関
で
の

決
定
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
財
源
の
問
題
、
総
事

業
費
も
示
さ
れ
ず
、
職
員

体
制
も
十
分
で
な
い
中
、

今
取
り
組
む
べ
き
事
業

か
、
再
検
討
を
強
く
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

東
部
地
区
農
地
整
備

事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　
農
地
の
不
具
合
等

の
取
り
組
み
、
事
業

完
了
に
向
け
た
今
後

の
対
応
に
問
題
は
な

い
の
か
。
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令和２年度　各種会計補正予算一覧表� （単位：千円）
会　計　名 補正額（３月） 補正後予算額
一般会計 873,245 15,206,381

国民健康保険事業特別会計 △ 10 1,777,924
後期高齢者医療特別会計 △ 3,614 177,018

水道事業会計 446 679,208
下水道事業会計 4,000 1,129,736

（補正のあった会計を掲載）

教
育
委
員
会
委
員
（
同
意
1
号
）

　
　
菅
野
　
正
彦 
氏

�
（
山
寺
区
）
を
同
意

一般会計補正予算（議案第13・26号）
〇主な内容
　　●新型コロナワクチン接種に係る事業費� 1億924万円
　　●農山漁村地域復興基盤総合整備事業等負担金� 7,792万円
　　●2/13福島県沖地震に関する災害復旧費� 4億3,922万円

人
事

補 正 予 算

計 画

第８期（案）
R3～R5年度

第７期（現行）
H30～R2年度 比　較

保険料基準額（年額） 66,000円 66,000円 0円
保険料基準額（月額） 5,500円 5,500円 0円

　　１月12日（火）に臨時会が開催され、報告１件、議案２件を審議しました。

議案等の審議結果
議案番号 議　案　名 議決の結果

報告第１号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）
※（仮称）新浜諏訪原線道路改良工事　1,246,300円増額 報　告

議案第１号 平成30年度（債務）漁機２号　東波除堤工事請負契約の
変更　※消波ブロックの増工　65,910,580円増額 可　決

（全員賛成）
議案第２号 令和２年度　山元町立坂元小学校校舎改修工事請負契約

の変更について　※外壁工事変更　17,710,000円増額

高齢者保健福祉計画・第8期介護保険計画（議案第８号）
〇提案理由
　介護保険サービスの充実と介護保険事業の安定的運営を図るもの
〇基本理念
　～誰もが地域で安心していきいきと暮らせるまちづくり～
〇計画期間
　令和３～５年度（３年間）
〇介護保険料の設定

令 和 ３ 第 １ 回 臨 時 会年

認知症カフェの様子
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○令和３年　第１回定例会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第２号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）※町民グラウンド拡張・改修工事 報　告

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度山元町一般会計補正予算・専決第５号）
※新型コロナウイルス感染症関連

承　認承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度山元町一般会計補正予算・専決第６号）
※2月13日福島県沖地震関連

承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度山元町水道事業会計補正予算・専決第１号）
※2月13日福島県沖地震関連

議案第３号 山元町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

可　決
（全員賛成）

議案第４号 山元町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議案第５号 山元町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正す
る条例

議案第６号 山元町国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第７号 山元町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

議案第８号 山元町高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画について

議案第９号 山元町介護保険条例の一部を改正する条例

議案第10号 山元町東日本大震災遺構条例の一部を改正する条例

議案第11号 岩沼市外一市四町水道水質検査協議会規約の変更について

議案第12号 土地の処分について　※新浜地区企業誘致用地

議案第13号 令和２年度山元町一般会計補正予算（第６号）　【P16に掲載】

議案第14号 令和２年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

議案第15号 令和２年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第16号 令和２年度山元町水道事業会計補正予算（第４号）

議案第17号 令和２年度山元町下水道事業会計補正予算（第３号）

議案第18号
令和３年度山元町一般会計予算
※修正案（賛成6、反対6　同数のため議長裁決により否決）
【Ｐ2～6に掲載】

可　決
（賛成６、反
対６、同数
のため議長
裁決）

議案第19号 令和３年度山元町国民健康保険事業特別会計予算

可　決
（全員賛成）

議案第20号 令和３年度山元町後期高齢者医療特別会計予算

議案第21号 令和３年度山元町介護保険事業特別会計予算

議案第22号 令和３年度亘理地域介護認定審査会特別会計予算

議案第23号 令和３年度山元町水道事業会計予算

議案第24号 令和３年度山元町下水道事業会計予算

議案第25号 一般国道６号と町道（仮称）新浜諏訪原線との交差接続工事に関する令和２年度契約について

議案第26号 令和２年度山元町一般会計補正予算（第７号）　【P16に掲載】

議案第27号 損害賠償額の決定について　※道路施設による自動車事故

同意第１号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　【P16に掲載】 同　意

○陳情の受理
陳情番号 件　　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第１号 山元町パークゴルフ場構想に関する要望書 山元町パークゴルフ協会
会長　青田　義久

配布のみ陳情第２号 国立病院の機能強化を求める陳情書
全日本国立医療労働組合
宮城支部
支部長　大山　裕司

陳情第３号 令和３年福島県沖地震による瓦屋根復旧工事に関する要望書 宮城県瓦工事業組合
理事長　米山　弘明
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組
織
の
再
編

東
日
本
大
震
災
以
降
の

組
織
再
編
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
、
今
後
の
組
織
再
編

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

⑴　
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進

班
に
は
、
専
属
保
健
師

１
名
を
含
む
８
名
体
制

で
調
整
中
だ
が
、
ス

ム
ー
ズ
な
接
種
業
務
の

確
保
の
た
め
、
病
院
や

行
政
以
外
と
の
協
力
体

制
の
構
築
も
必
要
で
あ

る
。

産
建
教
育
常
任
委
員
会

産
建
教
育
常
任
委
員
会

⑵　
復
興
業
務
が
収
束
し

つ
つ
あ
る
中
で
、
通
常

の
状
態
に
戻
っ
た
場
合

の
職
員
定
数
適
正
化
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

⑶　

今
後
の
課
題
と
し

て
、
派
遣
職
員
が
帰
庁

後
の
体
制
確
立
が
急
務

で
あ
る
。

保
育
事
業

第
２
期
山
元
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
待
機
児
童

の
推
移
、
３
歳
児
未
満
の

保
育
制
度
、
小
規
模
保
育

事
業
の
実
施
計
画
に
つ
い

て
調
査
し
た
。

意
見小規

模
保
育
事
業
の
実

施
に
と
ど
ま
ら
ず
施
設
整

備
に
努
め
、
待
機
児
童
が

出
な
い
よ
う
に
保
育
所
と

幼
稚
園
の
連
携
を
図
り
、

入
所
者
の
希
望
が
叶
う
よ

う
な
保
育
事
業
に
取
り
組

農
水
産
物
直
売
所
飲
食
施
設

施
設
整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。

意
見

⑴　
交
流
人
口
拡
大
の
た

め
に
も
営
業
時
間
な
ど

を
検
討
、
工
夫
し
、
施

設
を
十
分
生
か
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

⑵　
駐
車
場
が
不
足
し
て

い
な
い
か
を
注
視
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

か
ら
複
合
施
設
へ
の
方
向

変
換
の
経
緯
、
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。意見複合

施
設
整
備
へ
の
前

提
条
件
の
整
理
や
事
業
計

画
原
案
、
全
体
事
業
費
や

採
算
性
な
ど
の
資
料
も
示

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今

後
も
継
続
調
査
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

む
べ
き
で
あ
る
。

中
期
財
政
見
通
し

令
和
５
年
度
ま
で
の
事

業
一
覧
に
よ
り
、
中
期
財

政
見
通
し
作
成
の
目
的
や

今
後
の
推
計
等
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

意
見実施

計
画
に
見
合
う
大

玉
事
業
（
500
万
円
以
上

の
事
業
）
の
取
り
組
み
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
単
体
整

備
と
複
合
施
設
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
議
会
で
の
確

認
と
相
違
が
あ
る
。
ま
た

今
後
予
定
し
て
い
る
過
疎

地
域
自
立
促
進
計
画
と
の

整
合
性
も
合
わ
せ
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

フードコート　現地調査

教
育
環
境
整
備

学
校
施
設
、
学
力
向
上

に
つ
い
て
、山
下
小
学
校
、

山
下
第
一
小
学
校
で
の
現

地
調
査
を
実
施
し
た
。

意
見

⑴　
両
校
と
も
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
感
染
防
止

に
伴
う
新
し
い
学
校
生

活
様
式
を
実
践
し
て
お

り
、
今
後
と
も
教
育
目

標
に
向
か
い
積
極
的
に

学
力
向
上
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。

⑵　
校
舎
は
老
朽
化
し
て

お
り
、
児
童
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
山
下
第
一
小
学
校

は
早
急
に
大
規
模
改
修

を
す
べ
き
で
あ
る
。
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令和３年１月１日〜３月31日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

伊
藤
貞
悦

橋
元
伸
一

岩
佐
秀
一

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

髙
橋
眞
理
子

竹
内
和
彦

遠
藤
龍
之

岩
佐
孝
子

阿
部
　
均

菊
地
康
彦

髙
橋
建
夫

岩
佐
哲
也

1 6 水 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

8 金 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 火 第１回議会臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 木 総務民生常任委員会 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

15 金 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

20 水 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 水 産建教育常任委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ―

22 金 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

26 火 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 木 総務民生常任委員会 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

2 4 木 産建教育常任委員会 欠 ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ―

9 火 総務民生常任委員会 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

16 火 全員協議会 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 水 県町村議会議長会　定期総会 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○

18 木 全員協議会 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 水 議会運営委員会 ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

第1回議会定例会（2/26・3/3・4・8・18） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 4 木 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

予算審査特別委員会（3/8・9・10・12・15・16） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

3 17 水 総務民生常任委員会 ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

17 水 産建教育常任委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ―

18 木 議会運営委員会 ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○

18 木 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

30 火 議会広報・広聴常任委員会 ○ ― ○ 欠 ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ―

議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況

区　分
１月 ２月 ３月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

慶　弔 21,500 元議員葬儀　香典、生花代 21,500 議員実母葬儀　香典、生花代 0 ―

その他 0 ― 0 ― 20,000 東日本大震災追悼式　生花代

合　計 21,500 21,500 20,000

議長交際費
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
と
い
う
矢
先
の
2
月
13

日
に
震
度
６
弱
、
続
く
3

月
20
日
に
は
震
度
５
弱
の

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
被

害
を
受
け
た
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

2
月
の
地
震
に
よ
る
影

響
で
、
令
和
3
年
度
第
１

回
定
例
会
は
、
全
員
協
議

会
室
で
開
催
さ
れ
、
修
正

案
へ
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
当
初
予
算
等
の
議
案

は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
県
独
自
の
緊
急
事
態

宣
言
発
令
中
、
新
年
度
４

月
に
町
立
山
元
中
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
、
新
た
な
校
風
と
歴

史
を
築
い
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

新
年
度
も
議
会
で
は
町

政
の
課
題
に
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
髙
橋
眞
理
子
）

〈
議
会
広
報
・
広
聴
常
任
委
員
会
〉

委
員
長　
岩
佐　
孝
子

副
委
員
長　
髙
橋
眞
理
子

委　
員　
伊
藤　
貞
悦

委　
員　
岩
佐　
秀
一

委　
員　
大
和　
晴
美

編
集
デ
ス
ク

令和３年
　第２回山元町議会定例会（予定）
　　　会　期：６月４日（金）
　　　　　　　　〜11日（金）
　　　開　会：午前10時
　　　本会議：６月４日・８日・９日・11日
　　　　（一般質問は、６月８日・９日です。）

町ホームページをご覧ください
山元町議会で 検索 

●議会中継（録画配信）　●会議録
●議決結果　●議員、委員会等名簿
●会期日程　●議会だより　●決議

以上の内容を掲載しています。

◇ ◇ ◇　お知らせ　◇ ◇ ◇

すきです
　やまもと

當
と う

護
ご

稲
い

荷
な り

大
だ い

神
か

楽
ぐ ら

保存会（山下区）　会長　伊藤　由信 氏（会員10名）
当大神楽は、明治２年「當護稲荷神社」と改称した地元神社の祭典での奉納として舞われているもので、

その始まりは1596年頃と言われています。
また、その他に新築祝いや火伏せ（火災を防ぐこと）の依頼を受け、舞われてきたもので、民俗行事とし

ての貴重な伝統芸能であり、次世代へ継承していかなければならないものと思っております。２年前に３人
の後継者が加入しましたが、まだまだ後継者不足の状況にあります。ぜひ、多くの皆様にこの大神楽を知っ
ていただきたいです。
今年は春祭りで披露するため、練習を重ねてきましたが、コロナ禍の影響により、祭りは中止となり、奉

納神楽のみ舞うこととなりました。
このコロナ禍が早く収束し、郷土の伝統芸能活動や祭典が再開することで、多くの皆様の笑顔があふれ、

歓声が響きわたることを願っています。

コロナ退散を祈願
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印
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〒
989 −2292　

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
浅
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原
字
作
田
山
32番

地
TEL 0223 −37−5114（

直
通
）
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